
248日本医史学雑誌第45巻第2号（1999）

明
治
四
十
二
年
寺
内
正
毅
陸
軍
大
臣
が
提
案
し
た
こ
と
に
よ

り
、
軍
官
合
同
の
臨
時
軍
用
気
球
研
究
会
が
同
年
七
月
三
十
日
勅

令
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
の
目
的
は
気
球
及
び
飛
行

機
に
関
す
る
諸
般
の
研
究
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
二
年
八
月
二
十
八
日
同
会
の
委
員
が
発
令
さ
れ
た
。

委
員
は
直
ち
に
作
業
を
開
始
し
、
同
年
十
一
月
同
会
の
研
究
方
針

を
作
定
し
た
。
こ
の
方
針
の
第
三
項
に
写
真
な
ど
と
な
ら
ん
で
衛

生
も
研
究
項
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
委
員
の

中
に
は
軍
医
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

研
究
会
の
事
業
と
し
て
第
一
に
着
手
さ
れ
た
の
は
飛
行
場
の
選

定
で
あ
っ
た
。
委
員
が
関
東
一
円
を
調
査
し
た
結
果
所
沢
が
最
有

力
候
補
と
な
り
、
明
治
四
十
三
年
八
月
二
十
三
万
坪
の
土
地
を
購

入
し
た
。
そ
の
後
滑
走
路
及
び
格
納
庫
等
の
附
属
設
備
を
整
備
し
、

45

陸
軍
に
お
け
る
航
空
医
学
の
夜
明
け

黒
澤
嘉
幸

明
治
四
十
四
年
四
月
に
そ
の
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
日
本
最
初

の
飛
行
場
で
あ
る
。

続
い
て
研
究
会
は
航
空
技
術
の
導
入
を
速
や
か
に
行
う
た
め
、

日
野
熊
蔵
歩
兵
大
尉
、
徳
川
好
敏
工
兵
大
尉
を
欧
州
に
派
遣
し
、

飛
行
機
の
操
縦
術
習
得
と
飛
行
機
の
購
入
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。両
名
は
明
治
四
十
三
年
四
月
八
日
に
購
入
す
べ
き
機
種
、
習
得

す
べ
き
操
縦
術
の
概
要
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
欧
州
に
渡
航
し

た
。
そ
の
後
両
名
は
操
縦
術
を
習
得
し
た
上
、
四
種
類
の
飛
行
機

を
購
入
し
て
帰
国
し
た
。

帰
国
後
飛
行
機
を
組
立
て
整
備
を
行
っ
た
後
、
徳
川
大
尉
は
明

治
四
十
三
年
十
二
月
十
九
日
代
々
木
練
兵
場
で
ア
ン
リ
ー
ホ
フ
マ

ン
式
飛
行
機
を
操
縦
し
、
高
度
七
十
米
で
練
兵
場
外
周
約
三
千
米

を
一
周
し
た
。
日
本
に
お
け
る
飛
行
機
の
初
飛
行
で
あ
っ
た
。
日

野
大
尉
も
グ
ラ
ー
デ
式
飛
行
機
に
よ
り
同
日
午
後
飛
行
に
成
功
し

た
。

こ
の
成
功
に
気
を
よ
く
し
た
研
究
会
は
、
所
沢
飛
行
場
の
完
成

と
と
も
に
飛
行
機
を
所
沢
に
移
し
、
飛
行
訓
練
を
開
始
し
た
の
で

あ
る
。
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学
的
実
験
を
実
施
し
た
。

こ
う
し
た
研
究
会
の
活
動
を
背
景
に
し
て
、
明
治
四
十
四
年
七

月
、
始
め
て
鶴
岡
岩
三
郎
二
等
軍
医
が
研
究
会
御
用
掛
軍
医
に
任

命
さ
れ
た
。
こ
の
人
事
が
航
空
実
務
と
密
着
し
た
航
空
衛
生
研
究

の
発
端
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
航
空
衛
生
の
研

究
は
「
高
空
の
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
の
解
明
（
学
術
面
）
」
、
「
航
空

従
事
者
の
身
体
的
適
正
の
研
究
（
実
務
面
と
の
二
項
目
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

陸
軍
は
所
沢
飛
行
場
に
お
け
る
飛
行
訓
練
の
進
捗
状
況
に
基
づ

き
、
操
縦
術
及
び
偵
察
術
の
教
育
課
程
を
創
設
し
、
明
治
四
十
五

年
七
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
育
期
間
は
操
縦
術
一

年
、
偵
察
術
三
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
五
年
二
月
研
究
会
は
「
軍
用
飛
行
機
竝
一
一
飛
行
氣
球

操
縦
及
ピ
偵
察
術
修
業
員
身
体
検
査
要
領
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
教
育
開
始
の
為
の
準
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
正
二
年
三
月
研
究
会
御
用
掛
軍
医
は
鶴
岡
岩
三
郎
二
等
軍
医

か
ら
寺
師
二
等
軍
医
に
交
代
し
た
。
新
任
の
寺
師
二
等
軍
医
は
大

正
二
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
飛
行
機
に
搭
乗
し
、
高
空
生
理

寺
師
二
等
軍
医
は
大
正
三
年
九
月
一
等
軍
医
に
昇
任
し
た
が
、

大
正
七
年
二
月
一
日
航
空
医
学
研
究
の
専
攻
学
生
と
し
て
陸
軍
軍

医
学
校
に
入
校
し
、
衛
生
学
教
室
に
入
っ
て
小
泉
親
彦
教
官
の
指

導
を
受
け
た
。
当
教
室
に
お
い
て
充
分
な
研
究
準
備
を
行
っ
た
後

大
正
七
年
七
月
十
二
日
か
ら
同
二
十
七
日
ま
で
小
泉
教
官
、
寺
師

一
等
軍
医
、
衛
生
学
教
室
員
四
名
、
お
よ
び
強
力
五
名
は
富
士
山

に
登
山
し
、
富
士
山
頂
に
あ
る
山
口
屋
の
石
室
を
借
用
し
て
一
週

間
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
研
究
し
た
。

研
究
の
目
的
は
「
高
山
の
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
の
中
に
は
「
高
山
に
お
け
る
血
圧
の
変
化
」
な
ど
が
あ

っ
た
。
登
頂
者
の
登
山
中
、
滞
在
中
、
下
山
中
の
血
圧
変
化
を
測

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
そ
の
後
ま
と
め
ら
れ
て
、
大
正
十
三
年
の
陸

軍
軍
医
団
雑
誌
に
寺
師
義
信
の
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論

文
は
陸
軍
部
内
に
お
け
る
航
空
医
学
の
最
初
の
論
文
と
な
っ
た
。


